
 1 

平成２２年度 第１回芦屋市市民参画協働推進会議 会議録 

 

日     時 平成２２年１２月２０日（月） 午後１時３０分 ～ 午後３時２０分 

場     所 北館２階第３会議室 

出 席 者 委 員 長 今川  晃  

副委員長 焦 従 勉  

委  員 菅沼 久美子  

瀬尾 多嘉子 

柳瀬 英次郎  

山村 孝司 

欠  席 弘本 由香里 

 山下 正夫   

事 務 局 事 務 局 竹内 惠一 市民生活部長 

 福島 貴美 市民参画課長 

     鯉川 敬子 市民参画主査  

松本 敏郎 市民参画課員  

     海士 美雪 あしや市民活動センター事務局長 

藤原  航 あしや市民活動センター事務局         

会 議 の 公 開 ■ 公 開 

傍  聴  者 １ 人 

 

１  会議次第 

(1) 開会 

(2) 会長挨拶 

(3) 協議 

① 芦屋市民参画・協働推進の指針 

② 芦屋市市民参画及び協働の推進に関する条例 

(4) 報告 

① 基本目標３ 市民活動を高めるための環境を整備します。（環境の整備） 

 ア あしや市民活動センター（中間支援センター）の状況及び実績 

② 基本目標５ 市民参画協働事業を推進します。（市民参画協働事業の推進） 

 ア 芦屋市提案型市民参画協働事業実施要綱 

 イ 芦屋市提案型市民参画協働事業選考委員会設置要綱 

(5) 今後の予定 

(6) 閉会 

 

２ 配布資料 

  芦屋市提案型市民参画協働事業実施要綱等（1 ページ～40 ページ） 
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３ 審議経過 

福島課長  定刻になりました。ただ今より第１回芦屋市市民参画協働推進会議を始めさせてい

ただきます。私は，本日の司会をいたします市民参画課長の福島です。よろしくお願いいたし

ます。本日は，ご多忙の中，会議にお集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

        本日の推進会議は，弘本由香里委員と山下正夫委員から所用のため欠席の連絡がありまし

た。出席の委員は，今川晃委員，焦従勉委員，瀬尾多嘉子委員，山村孝司委員，柳瀬秀次郎

委員，菅沼久美子委員で，８名の委員のうち６名の委員が出席していますので，本会は成立

しています。会議に入ります前に，皆様に了解をいただきたいことがあります。先ず，会議

録の作成・公表にあたり，正確を期するため，会議につきましてはＩＣレコーダー等に録音

いたします。また，｢芦屋市附属機関等の設置に関する指針｣により，委員名簿の公開・会議

録の公開及び会議中の発言者名につきましても公表となりますので，ご了承ください。会議

録は，委員の皆様にご確認いただき，1 ヶ月以内に市ホームページ上に公表いたします。なお，

状況に応じまして，この会議を非公開とする場合には委員長が会議に諮って行うことになり

ます。最初に本会議に傍聴の希望者があります。本会議は公開とお知らせしていますので，

傍聴者は入場となりますが，今川委員長よろしいでしょうか？ 

  

今川委員長 はい，どうぞ。 

 

福島課長  委員長のどうぞというお声をいただきましたのでお入りください。では，ただいまよ

り第１回の芦屋市市民参画協働推進会議を開会いたします。お手元の次第に沿って進めて参

ります。今川委員長から，ご挨拶をいただきます。 

 

今川委員長 どうも皆さんお忙しいところお集まりいただきましてありがとうございます。この推

進会議は，条例第１８条に基づきまして，芦屋市市民参画協働推進会議に諮るとなっていま

すので，色々ご意見をよろしくお願いいたします。芦屋市は指針も条例も非常に短いもので

すけれど文章自体はですね，内容的に，実態は，おそらく全国で最先端を走っているのでは

ないかと思っておりまして，あちこちで，個人的には自慢，あるいは広く宣伝しているとこ

ろです。広く忌憚のないご意見をよろしくお願い致します。 

 

福島課長  ありがとうございました。では，これから後の議事につきましては，委員長にお願い

致します。 

 

今川委員長 では，お手元の次第に従って議事を進めてまいります。先ず協議の第１ですけれども，

芦屋市の市民参画協働推進に関する｢指針・条例｣の見直しということで，(1)芦屋市市民参

画・協働推進の指針についてご説明をお願い致します。 

 

福島課長  事務局より説明いたします。今，お手元にお持ちの配布資料の１７ページをお開け

ください。一番下にページをふっております。１７ページ，みんなが参画，みんなで協働，

新しい芦屋のまちづくり，芦屋市市民参画・協働推進の指針。１７ページはもともとこうい

う冊子でして，完売したというか，他の市からとかたくさん欲しいということで，在庫がな
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くなってしまいましたので，すいません，今日，きれいなのを用意できなくて。ちなみにこ

こにありますこの表紙の絵は，私の上司でありました課長が，途中で退職して画家になりま

したので，現在，画家で活躍しておりまして，了解を得て載せてあります。ここのコバノミ

ツバツツジとクロマツ，コバミちゃんとクロ松ちゃんを，芦屋市の花と木ですけれど，これ

は広報課の方が描いて，ここに使っていいという了解を得てつけました。そんな冊子です。

ページをめくっていただいて１８ページですけれど，指針はですね，あの指針策定の背景と

１８ページ２番の市民参画・協働の課題と，３番の基本方針，4 番の市民参画・協働推進の方

向性こういう成り立ちになっております。１９ページに参ります。まずこの指針を作るとき

に関わっていただいたのが，今日，ご出席の方の中では，今川先生だけですので，簡単では

ございますが，説明させていただきます。 

はじめにの１９ページですけれども，まず，市民活動団体基礎調査というのをしまして，

今，芦屋市内のＮＰＯはどういうことを考えていて，どういう意見を持っているかを調査し

ました。その調査の中でたくさんの意見の書き込みがございました。市民活動団体基礎調査

の意見と指針検討会議の委員の意見，この２つで，この指針の基礎を作りました。今お手元

の資料の３１ページをお開けください。３１ページの真ん中の市民参画・協働推進の指針検

討会議。今川先生が座長で，外園先生が副座長で，ずらーとお名前を連ねていらっしゃいま

して，市職員もいれまして，公募の市民の方もいれまして，市民団体も入りまして，この指

針検討会議でいろいろもんでいただきました。先ほど申し上げた市民活動団体基礎調査の中

身を分類しまして，あと，指針検討会議の委員の意見を分類しまして，それで，いったん，

市民参画課でたたき台の指針を作りました。それをもう１回，委員の方にもんでいただいて，

３１ページ上にあります芦屋市市民参画・協働推進アドバイザー会議。今川先生が座長で，

外園先生が副座長，そして，海士委員と，国枝委員と，林委員と，弘本委員。このメンバー

で高い見地からご助言頂きまして，この指針を作ることが出来ました。 

１９ページに戻ります。まず，はじめにの下の参画と協働で，生活を楽しく豊かに彩るま

ち芦屋へ，こういうキャッチ・フレーズの方を市民参画課で考えさせていただいて，これで

進めて参りました。何のために苦労して指針を作るかといいますと，参画協働によって普段

の生活が楽しく，豊かに，散歩したり，音楽をしたり，遊んだりという彩りのあるＮＰＯ活

動といいますか，そういう街にしたいので，参画協働をするのだ。という意気込みを決めて

進めて参りました。そのときは，まだその最初からざっと申しあげますけれども，芦屋市は，

阪神・淡路大震災によって多数のかけがえのない人命を失うとともに，モダニズム文化の香

り漂う洋館などに象徴される美しいまち並みの多くが損なわれました。震災からの復興過程

では市民と行政が一丸となって，山や川・海に囲まれた緑豊かな優れた住環境の再生，市民

による芸術・文化活動の復活，そして魅力的で個性豊かなライフスタイルである｢芦屋らしさ｣

の新たな創造に取り組んできました。そして今，これらは震災後の新たな芦屋の文化として

育ちつつあります。このように，歴史ある国際文化住宅都市・芦屋が復興しつつあるのは，

市民と行政が協働し，ともに苦労を分かち合うことによって，両者を結ぶ強いきずなが生ま

れ，さらにそれが今も培われつつあることによるものであると確信します。 

    また，芦屋のまちを最もよく知る市民が主体となり，市民と行政が連携しまちづくりを進

めていくことで，真に豊かで個性的な暮らしやすいまちづくりを進めることができると考え

ます。このことから，ここに｢芦屋市市民参画・協働推進の指針｣を策定しました。この指針
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を，現在の市民すべてが共有する新しいまちづくりへの道しるべとして，さらに将来の｢芦屋

らしさ｣を創造し，新たな芦屋の文化を育んでくれるであろう次世代への指標として位置づけ

るものです。と平成１８年２月に策定いたしました。 

この文章は，私がさらさらと作った訳ではなくて，これは全部，委員とそれから市民活動

団体の言葉を全部ここに入れまして，作家の方もいらっしゃいますしですね，それぞれの意

見を言葉に並べたのは，市民参画課の方ですけれども，震災の影響の色濃かった状況の中で，

芦屋の文化を誇らしく思い，なおかつ，孫の世代たちに至るまで，芦屋らしさを創造して欲

しいということで，次世代への指標として意気込みをもって作りました。 

    ２０ページに行きます。策定の背景は，平成１２年４月の｢地方分権一括法｣で，国と市は

対等だということで進めてまいりました。２０ページの下から８行目ですが，まちづくりは，

すべての人々に関わる事柄です。これは私たちは公（おおやけ）の領域と呼んできましたが，

今，市民と行政が一体となって，新しい公（おおやけ）を創造していくことが求められてい

ます。芦屋市で新しい公（おおやけ）という単語は，初めて，この指針のこのページに表し，

新しい公（おおやけ）を作っていく。新しい公（こう）とも呼びますが，新しい公（こう）

を作るんだという意気込みでやってきました。 

２１ページ。市民参画・協働の課題ですけれども，課題の柱は全部で５つございます。１

番目，市民参画・協働の担い手づくりが求められます。２番目，情報の共有が求められます。

２２ページに参ります。３番目，参画・協働の拠点となる場が求められます。４番目，市民

活動を支援する機能が求められます。５番目，参画・協働を支える仕組みづくりが求められ

るということです。     

２３ページに参ります。基本方針ですが，指針策定の目的としましては，「知性と気品に

輝く活力ある国際文化住宅都市」をめざす芦屋市は，地方公共団体としての独自性と自主性

を発揮し，市民の創意と活力にあふれる市民主体のまちづくりを行います。そのため，市民

と行政が，ともに考え，ともに取り組むためのルールと施策の基本的な方向性を明らかにし

た「芦屋市市民参画・協働推進の指針」を市民参画のもとに策定します。 

    策定の目的は，短く言えば，このルール。ルール作りと施策の基本的な方向性，これを決

めるものでありました。市民とはということで，今まで市民の定義は，芦屋市に住民票があ

るとか，外国人登録がある方だけに限っておりましたけれども，芦屋市内で活動する市民活

動団体，ＮＰＯや自治会，それからボランティア団体や色んな団体がありますが，他市に住

民票がある方，外国人登録がある方にも応援していただきたくて，ここにあります「住む」

「働く」「学ぶ」など芦屋市内で活動する個人，社会，地域，課題解決や発展を目的とする

市民活動団体（自治会，ＮＰＯなど），事業者（企業，大学など）を「市民」としますと定

義いたしました。ここでこう大きく定義することができ，承認されましたお陰で，例えば，

神戸市市民でいらっしゃる方も伸び伸びと芦屋市で色んな公益活動にご参加いただけてい

るのが現状です。 

街づくりのほうですが，今までハード面を強く，街づくりとして出ていましたけれども，

この参画協働の時にまちづくりの中の２行目，仕組みや制度を作る。これを街づくりとここ

で位置づけることができましたので，この，街づくりの中にソフト面も入れ込めたと考えて

おります。「市民参画・協働」とは，市民同士，及び市民と行政が力を合わせてまちづくり

に取り組むことを「市民参画・協働」とします。という風に定義しましたので，言葉の使い
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方がある意味，シンプルになりました。 

２４ページ。市民参画・協働を進める上での原則。自立の原則，２番，対等の原則。３番，

相互理解・協力の原則。４番，情報の公開・共有の原則。５番，評価と説明の原則。５つの

原則がございます。ある委員と話しをしている会議の中でも，まるで夫婦の原則ではないか

というような，ご意見もありまして，５つの原則を決めることが出来ました。 

２５ページに参ります。市民参画・協働推進の方向性。この２５ページからずっとござい

ますものをダイジェスト的に４０ページにまとめましたので，２５ページ以降の説明につき

ましては，３９ページをお開けください。市民参画・協働推進の指針の見直し資料ですけれ

ども，参画・協働の推進に向けてで，この「芦屋市市民参画・協働推進の指針」の策定にあ

たっては，まずなによりも素案の策定作業が参画と協働によるべきであるという認識のもと

に取り組みました。取り組みは，平成１６年度と１７年度の２ヵ年に及び，１６年度には市

民公募委員を含む『「芦屋市市民参画・協働推進の指針」検討会議』による検討を開始すると

ともに，市内の市民活動団体に対する調査を行い，団体の直面する課題や行政との協働にあ

たっての課題などを把握しました。また，「芦屋市市民参画・協働推進の指針」検討会議にお

いては，よりよい芦屋の将来像，市民の意識や意向，行政の状況などについて，何度も議論

を尽くし，市民と行政のきずなをさらに強めてまちづくりに取り組むための方策について検

討しました。そして１７年度後半には，検討会議によって作成された素案について広く市民

からの意見を募り，策定のための参考とさせていただきました。参画と協働を進めるにあた

っては，行政が具体的な取り組みを行い，「芦屋らしさ」の創造に向けて，市民とともに歩ん

でいきます。 

次，４０ページをお開けください。４０ページの現状ですけれども，これの左側の指針と

いうところは，指針をそのまま入れまして，この表の右側の現状というところは，今の現状を

記入しております。市民参画・協働推進の方向性。市民参画・協働にあたっては，行政は芦屋

のまちにふさわしい参画と協働を推進するため，以下のことについて取り組みます。ずっと取

り組みを平成１８年の２月の策定に取り組んで参りましたけれども，指針の①，「芦屋市市民

参画・協働推進の指針」をはじめ，参画・協働に関わる情報を多様な手段で発信します。とい

うこの参画・協働への意識と意欲を高める部分の①ですけれども，現状は，これは，市ホーム

ページとあしや市民活動センターのホームページから発信しておりますし，これ以外にも，機

関紙も発行しております。広報紙にも今まで，たびたび載せておりますので，達成できている

と考えております。②，生涯学習･学校教育などにおいて，まちづくりや市民参画･協働に関わ

る内容を充実します。この部分の現状としましては，生涯学習課の出前講座にも登録しており

ますし，ここに書いておりませんが，学校のほうでも色んな取り組みをしていただいていると

聞いております。③，参画・協働に関する研修の実施，実践活動の推薦などにより，行政にた

ずさわる一人ひとりのまちづくりに対する意欲，知識・技能および実践力を高めます。これは，

あしや市民活動センターを中心に市民には，ティータイム交流会や講座，あしや市民フェスタ，

で市民参画課の方は，市職員向けに参画・協働に関する研修を実施していますので，出来てい

ると考えています。 

    次に２番(2)，多様な市民参画の手法を整備します。指針では，市の政策案などの策定過程

において企画段階から市民への説明を行うとともに，市民意見の提出手続きに関する制度を整

備します。ということで，４０ページから４１ページにかけまして現状は，「芦屋市市民参画
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及び協働の推進に関する条例」（パブリックコメント）第１１条より整備しました。と条例の

方で整備ができております。ただ，非常にパブリックコメントを使うことがほとんどで，パブ

リックコメントは１００％達成できてますけれども，意見交換会やワークショップの回数が非

常に少ない状況です。②，市の審議会・委員会など附属機関等における委員の市民公募などを

積極的に行います。これは，努力規定なんですけれども，「芦屋市市民参画及び協働の推進に

関する条例」（審議会等）第８条により整備を行い，市民の公募が進んでおります。③，ワー

クショップ，地区ごとの協議会など，多様な市民参画の手法を開発・実施します。これはです

ね，ワークショップは以前，「芦屋市市民参画及び協働の推進に関する条例」（ワークショップ）

第１０条に整備される前から行われたりはしてたのですが，この条例ができてからは，行われ

たことが非常に少ない状況になっております。④，市民による課題の提起や政策提案を行政と

して受け止めるための制度を整備します。これは，条例の（市民提案）第９条により整備しま

したが，一件の市民提案も今のところ来ておりません。 

次，（３）市民活動を高めるための環境を整備します。指針では，まちづくりに関する情報

の収集と発信，リーダー，コーディネーターなど人材の育成，研修や会議の場の提供など，市

民活動を活性化する中間支援機能を強化します。この現状は，あしや市民活動センターの設置

及び管理に関する条例を制定し，（特定非営利活動法人）あしやＮＰＯセンターが指定管理者

として管理運営を行い，中間支援センターとしてＮＰＯ専門相談やリーダー，コーディネータ

ーなどの人材の育成講座，ティータイム交流会での研修会，また，業務委託ですが，市内中間

支援団体交流会において団体と団体をつなぐ交流をただいま行っておりますので，出来ている

と考えております。４２ページに参ります。指針では②，上記の機能を備えるとともに，地縁

団体，ＮＰＯ，ボランティアグループ，行政などまちづくりに関わる主体が互いに交流し連携

を深めるための場の整備を図ります。ということで，現状では，あしや市民活動センターの設

置及び管理に関する条例による場の整備を行い，指定管理者による管理運営を行っているとい

うことで，場の整備の方はできていると考えております。 

（４）市民参画・協働に関わる仕組みを整備します。指針の①，この指針をもとに市民参画・

協働の具体的方針と内容を定め，その推進を行うための仕組み，この仕組みは制度と組織体系

を指しておりますが，それを整備しますということで，条例を制定し，仕組みづくりを行えた

と，条例第１７条の推進計画ということで，計画の方も推進できていると考えております。２

番，市民参画・協働に関わる事業の進行管理と評価を定期的に行うための仕組みを整備します。

これは，現状は，この参画の条例のところの皆様方，この芦屋市市民参画協働推進会議への諮

問第１８条により整備できていると考えております。諮問を行わなくても今回のような推進会

議を行うことによって，定期的に評価も頂き，推進の状況もチェック，推進管理も出来ている

と考えておりますので，現在，この会議がこの役割を担っていると市の方で考えております。

３番，市民活動に関わる補助金など，市民参画・協働を進めるための施策を見直し，再構築し

ます。この指針の中で，実施できなかったのは，この③だけで，少ない補助金で，長年，市に

協力し，充実した市民活動を行っていただいているので，見直しと再構築はしないことの決定

を早々にしております。補助金の団体も全部洗い出しもさせていただきましたけれども，金額

が非常に低い中で，皆様のご協力をいただいているという実態がよくわかりましたので，見直

しをしないというふうに決めております。指針の説明はざっと以上です。委員長よろしくお願

い致します。 
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今川委員長 ご説明ありがとうございます。今，お伺いした点で，ご意見，ご説明ございましたら，

ご自由に，結構ですので，よろしくお願い致します。 

 

福島課長  すぐには，話しにくいかと思いますので，導入部分としましてですね，市民参画課の

ほうには，自治会の会長から，自治会もひとつのＮＰＯではあるけれども，自治会という単位

で自治会によるんだろうけども，ご自分の自治会は後継者育成が進んでいないと，ご自身がず

っと会長をしているけれども，交代して欲しいのになかなか頼んでも逃げられてしまうと，こ

の自分の自治会の後継者育成をどうしたらいいでしょうか？ということがございまして，自治

会は 80 自治会が自治会連合会を構成しているんですけれども，自治会連合会の事務局も市民

参画課で行っておりまして，自治会としましても後継者育成，人材育成が大きな課題になって

おります。ただ，自治会によりましては，どんどん，次の後継者や人材育成が進んでいる自治

会もありまして，地域差が激しいというのが実情です。ＮＰＯの方々はどんどんされているよ

うであっても，ＮＰＯによっては，後継者育成が育っていないと，最初にＮＰＯを作ったメン

バーがそのまま年をとってしまったというようにおしゃっているＮＰＯもございまして，この

人材育成，後継者育成は，ただいま市民参画課に届いております課題と聞いております。 

 

今川委員長 ありがとうございます。自治会の比率的にはどれぐらいですか？後継者に悩んでいる

自治会というのは？ 

 

福島課長  悩んでいるところは数えられる状況ですね。 

 

今川委員長 数えられるぐらいですか。  

 

福島課長  なぜなら，自治会を構成するのは，自治会だけではなくて，そこには，たくさん班が

あって，自治会の中に老人会，こども会が部会としてついているとこと，自治会だけのとこが

ありますけれども，組織ですので，単一組織ではない。とすると，第１班から今，ずっと長年

苦労されてたら，第５班から出てもらいましょうとか，そういう選択肢があるものですから，

自治会の中でも硬直化しているところは，そういう組織が機能していないところに限られる現

状ですから，数的には少ないです。 

 

今川委員長 日本全国で後継者不足で悩んでいるのは大体，一般的ですけれど。ただ，芦屋は人口

が減少している地区があるわけではないですし，人材としてはたくさんいらっしゃると思うの

ですが。やろうとする人がいないということですよね， 

 

山村委員  まちとして古くなっているところはいっぱいある。町としてね。 

 

今川委員長 あるんですかね？ 

 

山村委員  若い人が入ってくる町と，年寄りだけの町というのがありますからね。こういう年寄
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りだけの町というのは，なかなかそういう風にぐるぐる発展していかない。 

 

菅沼委員  例えばですが，５０代，４０代の方が自治会活動に関心があったとします。その場合，

高齢の方とのパイプ役として非常に重要になってくるのではないかと思います。こうした年代

は情報の受・発信にコンピュータを日常的に活用しているので，そういうもので，活動の中に

溶け込みたいという気持ちもあると思います。ただ，７０歳以上の方の中には，なかなかそう

いう機会に習熟していない方が多くいらっしゃいます。そうした環境では，その端境期の６０

代くらいの方が，そのつなぎ役として，コンピュータの技術とともにファックスや電話などを

含めた，高齢の方への気遣いとか，配慮などとても手が掛かって大変ですがコミュニケーショ

ンとして求められているのではないかと思います。コンピュータに習熟している人が，ただそ

れだけで突っ走るというのは，情報発信に慣れない方には戸惑いを生じるのではないかと思い

ます。ただ，これからは多少なりともこうした配慮や気遣いをしながら新しく進化させ活性化

していくことが，橋渡しという人材には大切なのではないかと感じます。 

 

福島課長  確かにそうですね。現会長が退きたいので，お宅の自治会で，育成が進んでいないと

いうお話しをお伺いしたのですけれども，どうですかねと，その自治会の副会長さんに聞いた

ことがあるんですけれども，自分たちの世代は，他薦。他から推薦されて初めて自治会長にな

ると考えている。だから，自薦に，非常に抵抗がある。自分から自治会長に名乗り出るという

抵抗感はすごい。だから，その他薦の世代と公募しようとか，立候補してみんなで選ぼうとい

う世代が，ある程度，年代的に分かれている。立候補なり順番にこうやっていくということが

なかなか受け入れられない地域で世代交代や人材育成が育っていない。そんな風に聞きました。 

 

菅沼委員  世代交代は大変難しいことですが，例えば，高齢の自治会長さんが長年やってこられ

て，若い方につなぎたいという気持ちがあっても，若い方がやりたいという気持ちがあるかど

うかわかりませんね。そうした場合，その間にはいった方が長年やっている方たちの経験など

に配慮しながら，また，４０代，３０代の若い方にも自分たちの住んでいる地域に多少なりと

も関心をもってもらうよう，両方をつなぐ役として非常に重要なポジションになると思います。

ただ，そういう方は，色々な活動をされています。それに加えて地域の中の要になるという大

変難しいかもしれませんけれども，そういう人材が，多様な世代をつなぐ役として大事ではな

いかと思います。情報の受・発信を主にコンピュータでしている人にとっては，手間が掛かっ

て難しいかもしれません。けれども，そういうことも地域の中で必要になってきていることを，

活動の中で少しずつ理解を深めていただけたらと思います。 

 

瀬尾委員  少し思ったんですけど，私が住んでいるところは，約３０年しか町ができてからたっ

てないわけですね。それぞれ来たときは，まだ結構，若い方が多かった。地域の特性として，

小学校，中学校が，同じだったよという住民が比較的少ない地域だと思うんですね。今，団塊

の世代という年代の方がどんどん地域に戻ってきているわけですよね。多くの場合，その戻っ

てきた方たちが，会社での人間関係はあるけれども，地域での人間関係が築けてない方があり

ますでしょう。まだまだ体は元気だし，色々考えたり，理論構築なんかは企業で３０年，４０

年勤めて出来る方たちをいかに上手に掘り起こして，地域の世話役というのを担っていただく
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か，やはり地域の世話役をやりますと，必然的に友達，仲間関係が出来てきますよね。やはり

することがダイナミックだと思うのです。まだ，気力，体力がいっぱい残っているから。私が

仲良くしている方，芦屋で古い町でも自治会長になったときが，６７か８だったと思うのです

が，その町内の方から若い人になってもらって町が活性化したと，６０代後半で若い人だとい

われる。というのは，それだけギャップがあるわけですよね。要するに古くからやってきてた

方には。 

 

山村委員  要するにその地域で古くから住んでても，そのときは全く新人なんですよね。その地

域になじんでないから。新人がその地域をまとめようと思ったら，それだけギャップが出てく

ると，僕は思う。 

 

瀬尾委員  なんかそれと高齢になりすぎたという表現は変なのですが，その方は，自分も高齢期

におりますのでわかるのですが，いろんなことが面倒くさくなってくるんじゃないかな。自治

会活動を一生懸命しなくちゃという気持ちはあるんだけれども，なんか面倒くさくなってくる

ときが，ひょっとしたらその人に用意されている花道じゃないかな，そのときにさっと花道を

とんとんと引きこめば名誉会長で，終わるのに，それを見逃したために，なんか言われなくち

ゃいけないというのは，お気の毒だなと。団塊の世代が地域に戻ってくるときがチャンスじゃ

ないかな。 

 

山村委員  でもなかなか溶け込めない，新人だから。悲しいかな。 

 

瀬尾委員  生まれたときからそこにいても，会社に勤めてて昼間いないことが多かった。そこは

うまくいっているみたいですけどね。新しい会長さんが率先してまちのお掃除とか，電球が街

灯が切れてたら，市にお願いしてすぐに換えていただく。市が管理しているところとかあるの

ですか？街灯って？なんかそういうことでダイナミックに動いたら色んな人がついてきてく

れたということで。この間，市民フェスタで発表されてましたけど。できたらそういう人たち

をいかに上手に地域活動に誘い込んで持てる力を発揮していただくかということかなと思い

ますけれども。 

 

福島課長  この指針を作るときに，芦屋の歴史とか，色々そういうこと全部，調べさせていただ

いて芦屋市は，昔から美化活動，要するに，町中のお掃除ですね。それは女性方，ご夫人方中

心に非常に活発な町で，町は自分たちの手できれいにしょうということで，代々やってきたと

いう歴史がございました。それで，この指針の検討会議でそういうお話をさせていただいたり，

別に意見交換会をしたりして参りまして，そのときは，ご自分の家の前の道路は先祖が作って，

木もご先祖が町中植えて，土地も寄付して，代々草むしりも家族でやってきましたということ

で，江戸時代からやって参りましたが，それが，あなたのいう参画協働ですか？という風にお

っしゃられまして，そういうふうに歴史ある町の方々もいらっしゃる。一方で今，瀬尾委員さ

んがおっしゃったように，町づくりが始まって一斉に入居して３０年たったと，今，その地域，

要するに会社を退職して，地域に帰ってこられたときにその交流は楽しいんだよということが

わかっていただけたら，交流する市民活動であるとか，ＮＰＯ活動にご参加いただけますし，



 10 

企業で培ったノウハウはいかんなくご提供いただけている。集会所のその運営の事例をあげま

すと，海外で活躍されて，定年退職になって芦屋のご自分の家に戻ってきて，集会所の会長を

されている方から，外国の事例を挙げて色々，お知恵をいただきましたし，そういうその意思

形成の方法のよさと，最初，アメリカの事例とよくおしゃってましたけど，半年なりたつうち

に，日本の合意形成のよさも十分認識されて，その両方のいいところとかいう話もいただける

ようになってまいりましたから，こういう風に，市民活動に皆様が楽しいなと思っていただけ

る仕組み，自治会の会長をひきうけたら，交流できて楽しいんだとか，色々町が変わるんだと

か，そういう達成できるものを明示していかないと，ただ単にその自治会の会長は非常に苦痛

でしんどくて，あの用事ばかり多ければ，引き手はなくなるので，自治会連合会では，ちゃん

と表彰する仕組みを作って，ちゃんと市長にも出ていただいて，常々，毎年１回表彰して，み

んなでたたえようというのをやってまして，ＮＰＯのほうでは，その表彰の仕組みがまだ出来

上がっていないと，だから，そういう風にちゃんとほめて，みんなで楽しく，参画や協働をし

ていただきたいなと思っています。 

 

今川委員長 行政との関係の見直しというのは，やる事はあるのですか。自治会負担というのは行

政との関係で膨らんで，息苦しくなっているというのが。芦屋は知りませんが，一般的な傾向

で，行政と自治会との関係の見直しをしようかというところもあるんですけれども，見直しと

いうことは結局，行政がかかえるか，もしくはＮＰＯでできることであれば，ＮＰＯの役割と

いうことで，整理していくとなると，自治会とＮＰＯの連携の促進に結びつくと思います。自

治会においての連携だと，神戸の月見山連合自治会とか色々活性化している話も，負担が多す

ぎてそれが身動きとれなくなっているということであれば，そういうひとつひとつ整理，見直

ししていく必要があるかなと思いますけどね。もちろんね，楽しいことがいっぱいあるのが一

番いいことではあるんですけどね。 

 

福島課長  あの，自治会連合会のほうは，市民参画課が事務局をしておりますので，その事務局

という面では，市のほうがただいまやっている状況ですけれども，自治会のそれぞれ会長さん

がおっしゃるのは，各課からいろんなお願いごとなり，お知らせなり，これを配ってください

なり，それを全部，無償でやってるけれども，それでかまわないけれども，非常に多いと。だ

から，それを何とかもうちょっとどうにかする方法はないのかというお声は頂戴しております。

それを市によっては，全部有償にしているところもありますが，芦屋市のほうは，有償にして

欲しいという動きは，自治会連合会にはございません。地域の方に貢献しているという皆さん

誇りをもっていらしゃって，それは構わないんだけれども，このお願いごとや回数の多さとい

うことはおっしゃってる。簡素化ということになりますと，全員がメールしていただければ，

メールでお送りするのですが，それはやはり世代的なギャップが大きすぎて，まだ全部，８０

自治会メール登録している状況にはいたっていない。その議論は，自治会連合会でしたんです

けれども，どうしてもメールで全部つなぎたいという自治会長とそれは絶対いやな自治会長と，

溝が埋まっておりませんで，事務局としては，ちょっとまだ時期尚早ではないか。ただ，あし

や市民活動センターのホームページの中に自治会連合会のページはすでに作っておりまして，

自治会連合会の足並みが揃いませんので，ブロックしている。見えない状況で隠しております。

ホームページを作っている自治会はございますから，その自治会はあしや市民活動センターの
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自治会のページにリンクしたりお知らせをアップしているので，自治会の情報は全部ホームペ

ージ上に二日にいっぺん，ないしは，三日にいっぺんで全部アップできる状況にはなっており

ます。だからそういう面では，そのいろんな研修会や講習会をして十分にすでに作った市のほ

うで作りました仕組みをご活用いただきたいなと，広報紙だけでは紙面が限られておりますの

で，もっとホームページのご活用なり，ちらしも一緒にあしや市民活動センターのご指導いた

だいて自治会分ちらしを作ったりしていますから，それをアップするという形でＰＲのほうも

しております。 

 

今川委員長 ホームページの作成支援などだして，ホームページは自治会が自主的に立ち上げてき

たところだけ立ち上がっている？ 

 

福島課長  ホームページは，自治会で会長さんが非常に詳しくてホームページを立ち上げたこと

がありまして，その方が，ＰＲしたいということで，あしや市民活動センターの方にリンクし

ていただくことは可能です。はお知らせしておりますし，実は，自治会連合会のページはご用

意していますという話しはさせていただいています。 

 

今川委員長 岡山市が，５，６年前から全自治会にホームページの作成支援をしたんです。一応，

全自治会立ち上がっているのですが，元気のいいところはずっと継続しているのですが，何も

元気がないところはほとんど更新されていない状況ですね。確認すると。なんか支援します。

技術的に支援しますということであれば，もう少し立ち上がってくるところも出てくるのかな

という気もしないではないですが。 

 

福島課長  自治会連合会でも立ち上げようとしたんですけども，次の記事を書く，最初は事務局

が全部作っても，次の記事を書く三役なり，理事なり，皆さん負担だということであり，ずっ

と今の会長の顔が残って，そのまま同じ記事で更新されないと恥ずかしいということで，取り

やめというか，提案が却下されました。 

 

今川委員長 技術的支援をすると，行政ではなくて，ＮＰＯと自治会との接点として，ひとつの風

穴がそこにあくのかなと思ったり，ホームページ立ち上げ自身をＮＰＯがして，自治会と一緒

にやっていく。ホームページが立ち上がると大体，活性化していくとリンク張っていきますか

ら，そこからネットワークが広がっていく可能性がありますし，そこから楽しく発展していけ

るかなという気もするんですけどね。 

 

福島課長  講座や研修会をして慣れていただいて，モデル的にやってみるかですね。 

 

瀬尾委員  ちょっとだけね。ちょっと話がずれるかもしれないんですけれども，色んな市民の方

でね，高齢期に差し掛かっている方で，芦屋川カレッジってすごく活動的で，なんか絆も深い

し，色んな能力がすごくあがるらしいですね，わたしは入ってないので，知らないですけれど，

その芦屋川カレッジにいわゆる市民参画というか，そういうことをつなげていくという考え方

は難しいものなのでしょうか？なんか芦屋川カレッジっていう話はすごくよく聞んですけど。 
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福島課長  芦屋川カレッジのノウハウのほうを連携するためにそのあしや市民活動センターの

今，受け手でありますあしやＮＰＯセンターの理事に芦屋川カレッジから一人お入りいただい

ておりまして，それはやはり連携先をいろいろはかる中で，大きな柱と考えておりますので，

今後，非常に期待しているところです。 

 

瀬尾委員  あの，本当なんか，すごく活動的で，前向きで，向上心もあるし，それから地域の役

に立ちたいと思っていらっしゃる方がたくさんいらっしゃるとよく聞くのですが， 

 

山村委員  どうかな。芦屋川カレッジ，よう聞きますけど，みんなグループグループで活動して

はりますから，だから卒業年度でみなそれぞれＯＢ会を作って，それぞれがそれぞれの活動を

しているから，どうだろうか？ 

 

瀬尾委員  私が入っているボランティアグループのね，主力は，芦屋川カレッジに通ったとか，

もう卒業して何期でどうこうという方がすごくダイナミックにボランティアをしていただい

て。組織運営は，その方たちにおんぶにだっこしている部分が非常にあるんですよね。だから，

すごいな。と思って，お話は。 

 

海士事務局 すごい人ばっかりがそちらに入ってきたということでしょう。 

 

焦委員   全然わからないんですけど，芦屋川カレッジ，芦屋大学のＯＢのグループですか？ 

 

山村委員  芦屋川カレッジといって毎年毎年，６０歳以上か。６５歳以上かな。そのお年寄りの

方を募集して１年間いろんなことをずっと勉強する会。 

 

焦委員   市民大学ですね？ 

 

山村委員  はい。ものすごく申込者が多いんです。なかなか入れない。本当に何年か待ってから

入るって感じでやって，１年ごとに卒業されていくんですね。その１年ごとに卒業された方が

それぞれがＯＢ会というか，それぞれがそれぞれの活動をされている。だからどこそこへ行っ

てやってはりますわ。写真会をやったりとか。 

 

焦委員   ほとんど定年後の方なんですね。  

 

山村委員  芦屋川カレッジのＯＢ会全部がまとまっての，言うたら自治会連合みたいなもの，Ｏ

Ｂ連合があるかどうかは知らないですけれども。 

 

海士事務局 あります。 

 

山村委員  あるんですかね。 
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海士事務局 学友会っていうのがあって，そこの会長さんにうちの理事になっていただいてます。 

 

山村委員  その中で，全部で各ＯＢをまとめてはるのかどうかは，わかりません。 

 

海士事務局 おしゃるようにそれぞれの年のグループを作られて，ご自分たちが楽しんでおられま

すので，ネットワークとして横にみんなで何かっていうところの意識的なものはまだちょっと。 

 

山村委員  難しいんでしょうね。 

 

海士事務局 まとめるのは学友会という全体の事務局的なものはあります。 

 

山村委員  それはたくさんあります。本当に。 

 

瀬尾委員  グループによって温度差があるんでしょうね 

 

山村委員  でしょうね。それぞれが勝手な活動をしてはるから。 

 

菅沼委員  自分自身の生活を豊かにしようとする学習や講座の受講などが主となっているよう

ですので，なかなか難しいと思いますが，年に２回，あるいは１回で修了し，現在は２６期か

２７期だったと思います。卒業生を考えると，大変多くの中高年者が輩出されていますね。そ

うした人たちの中で，地域で社会貢献といったらおかしいですが，そういう活動に少しでも意

欲や関心のある方がいらっしゃれば，先ほど云われたように，活発に活動されるようになるか

もしれません。ただ，生活上の教養や豊かさを求めて受講されていますので，どれくらいの人

たちが地域に何かをするというお考えをもっているかということですね。 

 

柳瀬委員  あれに対して芦屋市の予算はどれぐらい，年間出しているのですか？ 

 

竹内部長  わかりません。 

 

柳瀬委員  え？ 

 

竹内部長  わかりません。教育委員会の所管ですので。 

 

福島課長  調べてまた，お知らせいたします。 

 

柳瀬委員  だから，予算がなかったら，そういうあれは出来ないですよね。場所といい，講師に

対する謝礼というか。 

 

福島課長  市民センターで募集して，市民センターで芦屋川カレッジをされてて，卒業した後は，
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ご自分たちで芦屋川カレッジ何期とかグループを作ってね，活動されている。あしや市民活動

センターもご利用されていますし，そういう交流の場ということであれば，市民センターでも，

課題を解決するんだったら，あしや市民活動センターも使えるし，地区集会所もございますの

で，活動の場はたくさんご提供しております。 

 

柳瀬委員  だけどね，あれに対するね，１年間，その学習期間があるわけでしょ。それに対する

やっぱり予算付けがないとできないでしょう。 

 

福島課長  学習の後が自立が原則ですから，ご自分たちで参加料を集めて地区集会所でやってい

ることとか，県民交流広場でやっているのもすべてそうですけれども，一定の期間終わります

と，ご自分たちで参加料なりを集めて，活動を継続する。そういう支援の方法をとっています。 

 

山村委員  カレッジ自身も要するに入学金を払って，運営されているわけですから，芦屋市の予

算はほとんどゼロだと私は思います。 

 

柳瀬委員  自分らの自己負担でやっているわけ。 

 

海士事務局 公民館でやる場合には，人件費はいると思いますよ。 

 

山村委員  人件費は，あるかもしれんけど。 

 

福島課長  公民館事業。 

 

海士事務局 ちなみに公民館事業としての予算はたぶんあると思います。 

 

今川委員長 社会貢献への向かっていく卒業生というか，集団もいるんですよね。ゼロではない。

ゼロなんですか？ 

 

福島課長  芦屋川カレッジのいくつかの卒業生は，芦屋川カレッジ何期とかいう名前を作って，

ＮＰＯを作られてて，この指針を作るときに事細かに書いてきてくれたところのひとつでもあ

りまして，この指針の基盤の中にたくさん散りばめさせていただいたと。で，ご自分たちのそ

の活動プラス地域貢献なり社会貢献をされてるグループはいくつかはあります。全部ではない

ですね。一部という状況だと思います。 

 

今川委員長 何かそういうグループには，賞という話が出ましたんで，賞とかでるとまた。少しは

輪が広がっていくのかなと思ったり。あるいは少し活動発信したり，どこかの方がしていくと。

少し気持ちが高揚したりするのではないかという気もしますけど。 

 

福島課長  ノウハウはお持ちかもしれませんから，人材育成のプレゼン大会とかやったら，すご

いものを持ってはるのではないかと思います。あしや市民活動センターでマッチング大会をや



 15 

ったときも，すごい盛り上がりでボランティアが欲しいところと，ボランティアしたいところ

のプレゼンの大会をしたんですけれども，すごい盛り上がりがありまして，すぐマッチングで

きた事例もあるという風にも聞いておりますんでね，やっぱり,そういう発表の場であるとか，

出会いの場が必要ではないかなと思っています。 

 

菅沼委員  これからは地域も日本全体にもいえることですが，ますます高齢化していきます。学

習の場に２０何期という人たちが輩出されて，ご自分たちも高齢になっていきます。地域や人

に目を向けてもらえるような講座を入れることはできないものかと感じます。卒業が近くなる

頃に，私たちが住む地域にも社会貢献や地域貢献が必要かなという，小さな気づきを感じられ

る授業を入れてほしいと思います。２０何期の中には，多様な人材がいらっしゃると思います

ので，学習だけで，いい講座だったで終わってしまうのは，非常にもったいないですね。少し

でも地域をよくしたいと思わせる講座が入るといいのですけれど，意識改革ではなくほんの少

しの気づきみたいな，自分たちが住んでいる地域にこういうところが必要かもしれないと感じ

られるような講座があるとよいですね。今川先生みたいな方が講座で，ぜひ。 

 

柳瀬委員  社会貢献学ですな。 

 

焦委員   結構，そういうご自身の市民大学の卒業生の知り合いがいるのですが，やっぱり同じ

ようにそういうつながりを通して，男ばっかりなんですが，自分たちが子守，今まで全然やっ

てこなかったのですが，これからそういうボランティアをやっていくというのは，例えば，女

性のセミナーとかそういう場合には，子連れでもＯＫにして，その男性，定年後の男性たちは

その子守役。そのために自分たちは勉強して，子供にいろんな歌を教えたり，折り紙を教えた

りという勉強をしたりとか。そういう話を聞きましたので，みんな意欲がある方は結構多いん

ですね。ただ，気力がないだけで。 

 

菅沼委員  あくまでも個人の自発的な行動が重要なので難しいかもしれませんが，多少なりとも

講座の中に取り入れていただくことができればと思います。芦屋川カレッジに市民参画課が口

を出すことはできないかもしれませんが，パイプ役として連携していただき，地域の中で意欲

ある中高年の方たちが，ただそこに住んでいるだけでは惜しい気がします。 

 

山村委員  個人的にはいいなという賛同を得られるかもしれませんけれども，さっき僕が言った

ように団体として，じゃこっちの参画のほうに要するにヘルプという手を差し伸べたときに，

彼らは積極的に来るかどうかということに僕は，むちゃくちゃ疑問視します。 

 

海士事務局 一回だけ，ボランティアについてのお話を一コマ行かせてもらったんですね。それ自

体，山村委員がおっしゃったように個人的にはね，響いていただいたと思うのですが，だから

グループでというとこらへんまでは，ちょっと，残念ながらいえないですね。 

 

菅沼委員  ＮＰＯの講座を受けた方にお話を聞く機会がありましたが，ＮＰＯはこれから必要だ

という話ではなく，ＮＰＯは難しいという印象で帰られたということでした。講師の方に注文
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はできませんが，地域の中でＮＰＯやボランティアの存在がますます重要になってきたという

気づきを感じられるような講座を授業に取り入れてほしいですね。芦屋市の人口９万５千人の

中で，２６期の卒業生というのは，とても膨大な割合を占めていると思うんですね。その中で，

１，０００人のうち１％でも，そうなのかという理解を深められるような授業が後半にあれば

と思います。ＮＰＯの全体を理解することは難しいと思いますが，地域の中で社会の中で求め

られているということを知っていただければ思います。 

 

今川委員長 全体の同窓会というものはあるのですか？いや，各期の報告会でもしちゃうとお互い

に気づくことが出てくるかなと。 

 

海士事務局 あんまり，アクティブなものはないですね。 

 

今川委員長 あ，そうですか。 

 

瀬尾委員  なんか私が入ってるボランティアグループは，本当に芦屋川カレッジの卒業生が多い

んですよ。女性もいらっしゃいますが，男性もすごくよくいらっしゃるのですよ。そしたらね，

その方たちの奥様がね，すごく喜びはるの。家でずーと退職した後の亭主がいるとね，不自由

になるけどね，いそいそ出かけていって，小学校のテニススクールでね，今のお母さんたちち

ゃんと躾してないような子供に，おじいちゃん的な年齢の方がね，こういうときは，こういう

風にご挨拶するんだよとか言ってね，とか，ほんと，うちのグループはカレッジ卒業生が多い

んですよ。芦屋だけじゃなくて，県の規模のもあるのですか？シルバーカレッジが？ 

 

海士事務局 神戸市はありますね。県は，いなみのとかにありますね。結構，色んなところであり

ます。 

 

瀬尾委員  そこにまで足を伸ばして活動している方もいらっしゃるのですか？ 

 

海士事務局 多いですね。今，やっぱり。高齢者対象で，シルバーカレッジとかシニアカレッジと

か，色んな名前で，老人大学とかそのままの名前もあるんですけど。たくさん色んなところに

ありますね。そこをはしごされる方もいらっしゃいますし。 

 

瀬尾委員  そうですね，あんた何期やなって言ってね。 

 

海士事務局 県のはどなたでも行っていいということなんですけど，やっぱり高齢者が多いですね。

それは県がやっているんですが。結構ありますよ，たくさん。 

 

瀬尾委員  カレッジの方はみんなね，そういう社会貢献とかボランティアに前向きな方だと思い

込んでました。 

 

今川委員長 いろんなお話いただきましたので，ただ，今日，３時２０分と限られているんです。



 17 

この部屋は，後の会議で使用ということですので，また後で，意見交換するということにしま

して，最初にご報告をいただいてからたぶん，今の話に多少かかることがらも多くなると思い

ますけれど，ご報告いただいてからまた，検討会を進めていければと思いますので，それでは

非常に熱心に活動されていますあしや市民活動センターの方からお願いできますでしょう

か？ 

 

海士事務局 １５，１６ページをお開けいただけますか？あしや市民活動センターの利用実績が１

５ページが平成２１年度で，１６ページが平成２２年度となっています。平成２２年度は４月

から指定管理に変わりまして，今回１１月までの利用実績を挙げています。４月から部屋が有

料になりまして，ここにも書いております。２１年度のことは，すでにご報告させていただい

たかと思いますが，途中でさせていただいたかと思いますが，開所しましたのは，そうですね，

開所したところではないのですが，だんだん徐々に落ち着いてきたといいますかね，人数とか

もまあまあ推移している。指定管理になりましてからも，あの，部屋の利用，もう少し稼働率

を実は，上げたいところなんですが，フリースペースってありまして，囲っていないので，お

金は取れないというところなんですが，そこに印刷機とか紙置きがありまして，そこの利用が

やはり多いですね，印刷をしながらしますということで，長い間の会議は部屋でしてください

という風に申し上げているのですが，そこが無料であることと，すぐに印刷とかしてる流れの

中にいるので，どうしてもフリースペースの利用がすごく多いことになっています。中には，

印刷機を使うんだけれど，ちゃんと部屋を押さえた団体もあるんですけれども，ただで，割と

広々としていますので，真ん中のスペースのところで利用されています。私たちから思ったほ

ど，利用者から考えていた稼働率よりは低い状態ですね。少し今考えていますのが，相談です

ね，本来，あしや市民活動センターはＮＰＯ設立相談であるとか，運営相談であるとか，ＮＰ

Ｏ法人格をもたない団体であっても，ご相談に乗ったり，団体に対してあるいは，団体を作り

たい人に対してのご相談っていうか対応をしているのですが，その相談が正直伸びないという

形になっています。数的にいいますとね，実はひとつの相談受けますと長い間かかりまして，

設立までも時間的には長く丁寧にすごく件数にしたら 1 件であっても，関わる回数ですとか，

頻度ですとかは多いんですけど，なかなかここの相談には反映していないですね。それと，ま

だまだ，あしや市民活動センターの存在自体，どんなことをするところかよく聞かれますので，

例えば，なんか書類を送って会長さんが変わられましたら，連絡は下されるのですけど，ここ

は何をするとこですかというのが，お電話いただいたときの開口一番そういわれるので，こう

いうとこですというのがなかなかまだ浸透していないところですね。後は，来年度，といいま

すか，今年度末から 1月からですね，相談をもう少し皆さんにしていただきまして，こんな相

談できますということをもう少しオープンに公開というかコールするということをそれに対

応する人材の育成であったり，専門的な分野の確認とかとりまして，なるべくたくさんの方に

相談にきていただきたいなと，定例の相談日を設けようと思っていますので，当面は，相談機

能を伸ばしていきたいと思います。後，補足を事務局の藤原からお願いします。 

 

藤原事務局 今もお話にあったように，１６ページのほうなんですけれども，おおざっぱに説明さ

せていただくと，指定管理になって部屋の有料化とか，先ほどからお話に出てた芦屋川カレッ

ジという基本的に公民館活動で，公民館をベースに活動されていたのですが，昨年度工事をし
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ていたために，わたしどものあしや市民活動センターの利用がちょっと伸びたんですね。その

一昨年度と比べて。それで，今年は，有料になった上に公民館も元に戻ったので，利用者が落

ちるかなと思ってたんですけれども，あまり去年とこの現状においては，遜色なく伸びている

という，あの同じぐらいの数字が出ています。というのも，芦屋川カレッジの方が比較的多く

今年も利用してくださってるということもあって，そのようなことになってる。開館に関して

のハード面に関しては，そのように去年とそれほど変わらないというふうになっているので，

これぐらいが最低限のレベルなのかなというふうに思っています。後２点なのですが，ソフト

面，あしや市民活動センターはセンター開館業務とともに事業も行っておりまして，まずその

今まで終わった事業としましては，本年度終わった事業としては，７月に子供向けのお金のリ

テラシー，知識を上げる講座を日本フィナンシャルプランナー協会というＮＰＯ法人がありま

す。全国組織なんですけれど。あしや市民活動センターの職員の中でＦＰの資格を持っている

ものがおりまして，そことのＮＰＯ団体との共同という形で子供向けに，夏休みの宿題にでも

なればいいと思って，開催したところ，普段あまりこない年代のお子さんとかお母さんとかが

来てくださって，非常に好評を博しました。１０月には，里山交流ということで，去年も同じ

ことをやったのですが，兵庫県内の限界集落という言葉はあまり使っちゃよくないか。小規模

集落ですね。人口が打ちどまりになっている集落の方を招いて，芦屋市の方で例えば，ちょっ

と農業をやってみたいという方のイベント交流会を催しました。好評を博しまして，その後，

向こうに行ったり来たりということにつながって，小規模ながらの交流を手助けするような形

になっています。それと，１１月には，芦屋市民フェスタというものを開催しまして，今回３

回目だったんですけれども，場所を大きく変えまして，新しく呉川町の方に出来ました芦屋市

保健福祉センターという場所を利用して行いました。これも数字だけを言えば，今までにも増

して多い数になりまして，新しい施設ということもあり，いろいろ苦労することもあったので

すが，おおむね，評価していただけるような結果になりました。その中で中間支援交流会とい

うのも行いまして，これは，参画課の事業であしや市民活動センターとして受けている事業の

１つなんですが，２年前のフェスタのときに今川先生にお話をいただいたと思うのですけれど

も，それを発展というか継続させた形で市内の中間支援団体といわれるものや，自治会の方々

に集まっていただいて，色々討議してもらうという場を設けました。これも７月にも１回，夏

場にもこういう交流会を行っておりまして，今度は，１月の２２日に交流会を行う予定にして

おりまして，やはり横のつながりがなかったという前提で出来たあしや市民活動センターだっ

たんで，色々な方が知り合う場，色んな立場ではお知り合いなんですけれど，違う立場では知

り合いじゃないという，こう小さい町なんですが，複雑な人間関係になっておりまして，そう

いう部分を支援できる交流会ができればということで，継続して行っており，参加される方も

除々に増えております。これ以後の事業なんですけれども，１月の中間支援の交流会というも

のを行います。２月，３月頃には，そのＮＰＯ団体や市民活動団体向けの助成金講座，それと，

先ほど出ました，フィナンシャルプランナーのセミナーで，夏に行ったのは，子供向けだった

んですけれども，今度は，成年後見という高齢者の今後の話しということもフィナンシャルプ

ランナーの中では１つの重要な課題ということでして，その人生設計，生活設計の分も，少し

年配の方に焦点を当てた講座をティータイム交流会として行う予定をしています。おおまかに

は，今までの話し，これからの話しは，このような事業を行うようにしております。 
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今川委員長 ありがとうございました。何かご質問やご意見等，ございましたらお願いします。登

録団体数は徐々に増えているというふうに考えていいのですか？毎月何件かは？ 

 

藤原事務局 そうですね。これが難しいところで，登録をすれども活動はせずという団体は同時に

増えてきて，ここの段階では増えているんですけれども，いざ，例えば，交流会の話しをさせ

ていただきましたが，全般的に登録団体に呼びかけるのですが，宛先知らずとか，そういう団

体も同時に非常に多くなっています。そういうことで，純増というよりは，大体一定のレベル

２５０～６０ぐらいのところで，増減して，こちらも定期的に名簿を手入れしている状況にな

っています。 

 

今川委員長 相談でＮＰＯ関係以外のその他が結構多いのですが，内容ってどんなご相談があるん

ですか？ 

 

海士事務局 一番多いのが，個人のボランティア活動をしたいということですね。 

 

藤原事務局 そうですね。相談の項目の立て方があまりよくなかったかもしれないですけれども，

要は，運営上の問題とかっていうもので，例えば，こういうところと連携をとりたいとかって

いう話しになったときに，そういうコミュニティー，仲間を増やしたいとかっていうものに関

しては，その他のほうに入っておりますので，そういうものとかも，ほんとに雑多な感じで申

し訳ないですが。 

 

海士事務局 行政相談もいくつかはあります。それはあんまり公に出来ないので，数は，その他の

ところにいれてしまって，内容的には公開できない。 

 

福島課長  市役所の各課であった課長や部長級が相談に行ったり，非公開ということで。 

 

今川委員長 でも，ボランティア活動をしたいとか，ネットワークの輪を広げたいという相談，あ

の，これを多いというか少ないというかは難しいのですが，着実に増えているのではないです

か。数字的にみると。 

 

海士事務局 わりと市役所にお電話されてこちらの方にっていうことで，ご紹介みたいなものが非

常に多いです。だから市民の皆様は，まず市役所に行かれる方がすごく多くて，市役所で聞い

てきましたという方が大半ですね。だから私たちは，行政と連携をとっているのかなと思って

います。 

 

福島課長  お困りです課に相談があって，お困りです課があしや市民活動センターにつなぐとい

うのもかなりのウエイトもありますね。 

 

海士事務局 今日も１つ，市民の方からパソコン壊れたんですけれどと市の方に電話が入ったらし

いんですって。それをまたあしや市民活動センターにまわってきても，パソコン壊れたって言
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ってもなぁという話もあります。内容としては。そういうものもあります。 

 

今川委員長 ご意見，ご質問はありませんでしょうか？ここは一番活動の拠点として指針でも重点

を置いたところでもあります。しかし時間のかかるものでもありますので，ここは着実に。何

かあしや市民活動センターの方から皆様に少しご意見を伺ってみたいことはありませんか？ 

 

海士事務局 委員の方はいつも私たちによくして下さっているので，すごく相談させていただいた

りして，お世話になっている方たちです。また，ご遠慮なく質問があったり，ご相談したいこ

とがあったらどんどんお立ち寄りください。よろしくお願い致します。柳瀬さんがちょっと，

最近お見えでないので，心配しております。 

 

柳瀬委員  これから行くようにします。 

 

海士事務局 ありがとうございます。 

 

今川委員長 そうしましたら，基本目標５の市民活動協働事業の方の説明をお願い出来ますでしょ

うか？ 

 

福島課長  はい。条例に定めました推進計画，その推進計画を立てました中で基本目標５の市民

参画協働推進事業の推進がまだでした。他のことは，実施できたり，達成できておりましたの

で，それに着手して，今回要綱１１月１日付けで設定することができました。ページとしまし

ては，１ページから５ページにかけまして芦屋市提案型市民参画協働事業の実施要綱が載って

おります。ざっとご説明させていただきます。１ページですけれども，この事業の趣旨が第１

条にありますが，市民参画の条例の趣旨を踏まえ，市民から市の提案する事業の実施に対する

提案を求め，当該事業を委託することに関し必要な事項を定めるものとする。要するに条例の

中で市民提案の制度を作りましたが，１件の市民提案もございませんでしたので，市が現在行

っております事業の中から市民にしていただいた方がもっと内容がよくなるんではないかと

いう事業につきまして，市の方からこういう事業ですけれどもされませんか？ということで公

募をかけたいと考えまして，この要綱の方を制定致しました。第２条に事業を掲げております

が，所管している課と市民参画課が協議して選定し，芦屋市市民参画協働推進本部の承認を得

るものとすると，本部の後押しが頂きたかったので，ここに本部の承認ということを入れまし

た。 

第３条，提案できる者ということでございますけれども，これはその前条の事業を提案する

ことができる者は，条例第２条第１号に規定する市民のうち，企画提案を自ら実行するものと

する。ただし，次に掲げる者を除く。要するに提案して，さよならでは困ると，提案した団体

は，自分がするという前提で提案して欲しいということを書いております。後ですね，未成年

者ばっかりではちょっと不安なので，例えば，来年度，成人式のほうを提案で出す予定にして

おりまして，その場合は一人でも成人の方に入っていただきたいと，後は全員未成年でも構い

ませんので，そういう方がたにご応募いただきたいということで，１番目に未成年者又は未成

年者で構成する団体は除くと，後は，特定の宗教，宗派，教団等又は特定の政党およびその他
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の政治団体の利害に関係する者又は団体ということで，こういう利害関係は向かないと考えて

おります。 

あと，一番ここで申し上げたかったのは，やはり暴力団の排除ということで，各市の事例を

調べさせていただきましたが，現実的には暴力団員の入り込んだＮＰＯが受け手となって事例

がございましたので，その大阪の事例を避けるために，暴力団体による不当な行為の防止等に

関する法律に規定する暴力団，暴力団員その他これらに準ずるもの，この方々の排除をさせて

いただくというふうに，また，後，その想定外のものに対応するために市長が特に不適当と認

めるものというものを入れました。 

この後，６ページをお開けください。６ページからこの事業全体の流れのほうを図で書き示

しております。この市提案型の市民参画協働事業実施要綱ですが，まずはその市が提案して成

功させたいと，その後でそれがうまく軌道に乗れば，今後，市民提案も市としては考えていき

たいと思っております。まず，市提案型事業候補を選定ということで，まず，そのモデル的に

やるためにすでに，当時の４００以上の事業の中から市民参画課のほうで選定させていただい

て，当時の各課長とのヒアリングはすでに数年前に２年前，全部ヒアリングの方をさせていた

だいた中で，こういう事業でふさわしいのではないかというご意見を頂いた事業につきまして，

来年度，3 月に予算が議会の承認を経ましたら，業務委託という形で，現在，市が直営でやっ

ております事業に対してこの参画協働事業で出すように準備を進めております。本部会議で，

矢印の２番目の市提案型事業を決定ということで，これはいったん，その事業につきましては，

本部会議ですでに決定を終えております。今後また毎年毎年するときに本部会議を開きまして，

半年分いっぺんに決定していただくというようなことで予定を組んでおります。決定事業を連

絡ということで，決定しましたら，所管課に市民参画課が連絡しまして，参画協働のルールを

市民参画課が説明させていただく。今，ルール作りのほうを，一旦，基本的な部分，案として

出来上がっておりますけれども，それを今後，この事業に乗るように図っていきまして，その

初めて協働する課と初めて協働する市民またはＮＰＯ団体が，そのルールの冊子を見るとすぐ

にわかるような見える形，非常に理解しやすい形で，一定のルールで進めたいと考えておりま

す。その後，その事業説明会の準備ということで，事業担当課が，市民参画課に事業開始依頼

書を提出していただいて，事業説明の広報原稿を作成いただいて，市民参画課に合議いただく。

市民参画課のほうは，企画提案者の募集を市広報紙に公募をかけまして，事業説明会は，事業

担当課が行うと。提案予定者へ説明するのは，事業の実施期間，実施内容，予算額，これは，

議会で承認後に確定ということは先にお知らせしておく。事業の公共性，専門性，関連法令等，

公共的なものをやっていく。もちろん，市のもともと直営でやっていた仕事ですから，公共的

なものであります。公的施設の予約。これは協力させて頂く。場の提供ということで，優先予

約等させていただいて，成人式の場所の確保であるとかそういう協力は致します。後，細かい

こと，色々聞きたいことがＮＰＯの方々にはよくございますので，その部分につきましては，

あしや市民活動センターにご協力いただいて，事業説明会後の応募にいたるまでの個別相談は，

あしや市民活動センターで行う。他に，市のほうで問い合わせたりしましたら，ここの個別相

談でプレゼンなり応募のレベルを上げていく。これが非常に重要である。だから，その何も説

明とかなくポンと応募するよりは，何回も説明したり，こうやりとりする中で，その応募の書

類の中身の精度も上がるし，事業，やろうとする事業の中身も非常にレベルアップするという

ことで，ここの点線で囲んだ部分は非常に重要であると考えております。企画提案の募集から
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３月以上で応募を頂く。理由は，団体ですので，例えば，その個人でも応募できますけど，皆

さんをまとめたりしますから，ＮＰＯ法人の場合は，理事会を経て応募に応じるというか，公

募に手を挙げる意思決定が必要ですので，３月ぐらいは必要であろうかと考えております。事

業の提案，関係書類の提出ということで，持ってきていただいたり，電子でも可能。提案書の

受理ですけれども，市民参画課で頂いたら，後，資格審査や必要書類の確認はさせていただく。

選考委員会の開催ということで，別のページですけれども，４ページに芦屋市提案型市民参画

協働事業選考委員会設置要綱，４ページ，５ページにございますが，設置ということで，この

実施，協働事業を行うために，実施要綱に基づく受託者の選考を適正に行うため，芦屋市提案

型市民参画協働事業選考委員会を設置する。この委員会で選考していただいて，市が責任を持

って選定する。という流れになっております。所管事務のほうは，選考委員，ごめんなさい。

所掌事務。選考委員会は受託者の選考を行う。組織としては，５人以上の委員をもって組織し

ますので，学識経験者と市職員。想定しておりますのは，その担当課の部長も市職員の中にお

入りいただいて，現場の声も聞く。また，その何か特別参加が必要でありましたら，その担当

課も参加していただく。という形を想定しております。それが第５条にございまして，会議は，

委員長が集めますけれども，４ページの一番下の２行目，委員長は，必要があると認めるとき

は，委員以外の者又は関係職員を出席させ，意見を聴き，又は説明を求めることができる。と

いうことで，担当課長のご意見も聴くことができる形になっております。６ページに戻ります。

今，申し上げましたことが，その，６ページの下から５行目，選考委員会の開催，市民参画課

ということで，書類審査を行い，提案内容についての意見を述べ，受託者の選考を行う。事業

担当課の意見を頂き，必要と認めるときは，事業団体のプレゼンテーションを実施する。事業

受託者の決定は，市民参画課が通知書を発送して行う。７ページ。委託契約の締結ですが，事

業担当課と事業受託者。これが，選考委員会の報告を市民参画課から受けて，事業担当課と事

業受託者の契約を締結。随意契約で，契約書は，契約課作成の委託契約書を使用いたします。

検討結果等の公表で，市民参画課が検討結果及びその理由を広報あしや，市ホームページで公

表。すぐに公表することで，透明性と公平性を図っていく。事業の準備ですけど，事業担当課

は，事業受託者と事業準備，広報や公的施設の予約等の打ち合わせを行う。広報あしやの原稿

は，事業担当課に前月５日頃までに提出する。事業の実施は，事業受託者ですが，必要と認め

るときは，事業担当課は，受託者に対し，事業の関係書類の提出を求め，必要な調査を行う。

途中でうまくいっているかということで，聞くこともありますよという意味です。事業の完了。

事業完了報告書を事業担当課へ提出。事業受託者は，きっちり書類で提出をする。完了検査。

事業完了報告書を受け，完了検査を実施する。事業担当課がきちんと検査して，確認するとい

うことです。事業評価報告書の提出。事業の委託実績を評価し，報告を事業担当課が行う。担

当した課はきっちり評価をしていく。市民参画協働の評価。市民参画課は，市民参画協働への

効果及び実績を評価してまいります。それとは別に，協働事業の実施状況公表を市民参画課が，

実施状況等を広報あしや及び市ホームページで公表いたします。次にあります８ページが提案

書でして，９ページにスケジュールを書いていただいて，１０ページの方にどういう団体かと

か，どんな収入，支出でするのか。 

１１ページ。選考結果通知書をこういうふうにお送りして，１２ページでは，事業が終わっ

たら，完了報告をいただく。１３ページでは，事業評価報告書を所管課が報告する。その下の

欄は，参画課が参画協働の評価を行う。その視点となりますのが，１４ページ。市民サービス
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が向上できたか。地域・社会の課題解決が図られたのか。役割分担と相乗効果がどうであった

のか。市民活動の特性がいかんなく発揮されたのか。事業の成果としては，事業の成果はどう

だったのか。実施能力があったのか。収支報告が適正であったのかというそういう点を視点と

して評価していくというふうに，申請書を作りました。事業の流れや，説明は以上です。 

 

今川委員長 ありがとうございました。何かご意見，ご質問はございませんでしょうか？提案団体

のプレゼンテーションの実施というのは，公開で行われているのですか？ 

 

福島課長  プレゼンテーションは，出来るだけ公開しようとは考えています。ただ，プレゼンな

しでも決めることができます。 

 

今川委員長 あるということですか。プレゼンなしで。 

 

福島課長  プレゼンあった方が楽しいというか，盛り上がりますよね。できるだけ，プレゼンと

かは公開の方向で考えております。 

 

今川委員長 はい。 

 

福島課長  この参考にするために，実際にこういうプレゼンをやってるところ，それも元気のあ

る民間で自分たちでお金を集めて年に１回やってるところ，見学にいってまいりまして，非常

にプレゼンも力が入ってますし，なおかつ，目の前で各委員がシールを持って，どこの団体か

ぺたぺたはってですね，どの委員がどこにはったか一目瞭然というプレゼンに丸半日行ってま

いりまして，非常に皆さんやる気がでるというか，他の事例を聞いて，落ちた団体も大変参考

になるのでプレゼンいうのは，いかに効果的かいうのが実感してまいりました。 

 

今川委員長 何かご意見，ご質問，他にありませんでしょうか？ 

 

福島課長  委員長，なければちょっと，指針に戻らせていただいていいですか？ 

 

今川委員長 はい。 

 

福島課長  指針で追加してお知らせすることがございます。この指針を作るときに芦屋市の指針

の特徴といたしまして，ＮＰＯと自治会の距離が近いこと。敵対していないこと。これが非常

に指針を作るときに，いろんな調査やご意見を伺ったときに大きな特徴ということで，そうい

うことを土台に作りました。ＮＰＯ法人の代表で，なおかつ自治会長もいらっしゃいまして，

その自治会としてお会いするときとＮＰＯ法人の代表としてお会いするときでは違う持ち味

で，おっしゃいます。だから，この芦屋市内で顔の見える範囲ということで，コンパクトな市

のよさもありまして，そういう関係性の方は非常にいい関係です。例えば，あしや市民活動セ

ンターの中に，別の部屋ですけれども，自治会連合会の三役会を行う部屋もございまして，そ

ういうところで，全く抵抗なくお互いに仲良く共存できるという非常にいい面がありますので
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自治会もＮＰＯなのですが，自治会がＮＰＯというところがなかなかまだ，十分に知れ渡って

いないとか，自分たちはＮＰＯなんだろうけども，ＮＰＯねというところがありまして，その

自治会に関わる芦屋市民が非常に多い中で先ほどの芦屋川カレッジの方々も自治会活動を盛

んにされていますから，すでにＮＰＯ活動をしているわけで，芦屋市の公益も担っていらっし

ゃると，自治会連合会の普段の仕事は，防犯活動であったり，それから美化活動であったり，

そういう公益活動が主体ですから，後，次世代育成であったり，子供のイベントであったり，

子供の見守りであったり，子育て支援であったり，各活動を自治会でされていますのですでに

ＮＰＯとして公益は担っていらっしゃる。そのへんで，その自分たちの今やっている自治会が

やっている活動がきっちりと捕らえていただければ，いかにＮＰＯとして常に公益を担ってい

るかいうのは，ご理解いただけると思いますので，その辺の研修であったり，講座であったり

それが，自治会連合会の課題と考えておりまして，今後，自治会連合会の研修の中でやってい

こうと今しているところです。はい，補足以上です。 

 

今川委員長 ただ，人事的にいえば，自治会は，地域性ですし，ＮＰＯはテーマ型ですから，課題

が共有できるという連携も。 

 

柳瀬委員  そうですね。実際の活動の中で，課長がおっしゃったように，ＮＰＯも自治会も協力

関係でそういうことをやっているでしょうけれども，法律上は違うんですよね。あくまで，Ｎ

ＰＯは，ＮＰＯ法，自治会は地方自治法の中に単体であるからね。そこの内容，活動範囲が違

ってくるんですよね。そこらへんを将来，やっぱり法制化の上で，はっきりしていかな，非常

に混乱きたすんじゃないかなと，法的な面でね。と私は個人的に思うんですけれど 

 

福島課長  あの地縁である自治会もしかし，地域の課題を解決する期待が大きくてですね，防犯

の見守りも自治会単位でされているパーセントが非常に高いですし，まちづくりへの提案であ

るとか，そういう自治会連合会が出席して欲しいという付属機関の要請がものすごく多くて，

以前の数ではない状況でこれ以上出席できないほどの件数がきています。地縁であって，なお

かつ課題解決を求められているという矛盾もありまして，その辺である意味，荷が重いという

か，そういうお声もあるんじゃないかと考えています。 

 

瀬尾委員  ちょっとね，荒唐無稽的なことを考えたんですけれども，市の職員さんのＯＢの方た

ちはね，各分野ですごくオーソリティーな方がいらしたりという，そういう方たちが，ＮＰＯ

を作られたら，色んな技能とか技術習熟している，制度にも習熟している方たちを含むＮＰＯ

というのは，すごく行政をまわりからね，理解して，バックアップするという考え方ってない

のかなぁ。すごくよく勉強してらっしゃいますよね，市の職員の方。それが退職したら，生か

されないというより，もっと生かしてほしいということを考えたことがある。 

 

福島課長  そういうのがあればね，こちらもすぐ色々，お知恵を拝借しやすいですけれども。現

状は，そういうのがなくて，期待されるものであります。今は，自治会の役員は市のＯＢいら

っしゃいますし，集会所の役員もいらっしゃいますし，非常に助かってます。おっしゃるとお

り。まちづくり協議会にもいらっしゃいますので，いろんな規約等を作るときも，地元の方，
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とても助かるという声は聞いたことがあります。 

 

山村委員  市職員のＯＢ会というのは聞いたことがないなぁ。 

 

瀬尾委員  聞いたことがないけど，ひょっとしたら,その能力がね埋もれてしまっているのだっ

たらもったいない。ＮＰＯも色々ありますけどね，例えば，福祉系のＮＰＯにしたって，専門

的な知識をアドバイスしてくださる方が，あったらいいな。たまたま市の福祉部にずっと４０

年勤めてたという会員さんがいらしたら，全部教えていただくみたいなね，そういうのでちょ

っとね，そういうＮＰＯですよね，というのは，やっぱり自発的な意思で活動してる訳ですよ

ね。だから，市も外郭とかいうとね,不必要な疑いの目で見られるＮＰＯも，一般の人も入れ

る形であれば，なんかすごくありがたいＮＰＯができるのかなと，ちょと荒唐無稽かなと思っ

たんですが， 

 

福島課長  藤原さんどうですかね。あしや市民活動センターのティータイム交流会とか講座で，

そういう目とか機運とか作ることは可能なんですか？ 

 

藤原事務局 どの部分で話しをしたらいいのか，すごい難しいんですけれども，可能だとは思いま

す。というのも，あんまり日本では根づいてないんですけれど，リボルビィングドアーという

のがありまして，海外なんかだと市の職員がＮＰＯに降りるという言い方はよくないですが，

ＮＰＯにはいって，またその経験を役所に戻すっていうのが比較的頻繁に行われて，日本と雇

用制度が違うので，できないんですけれども，ＯＢの方がそういう意思があれば，それは可能

だと思うんですけれど，ただ，そこまで例えば，芦屋の場合といった場合に，必要とされる団

体さんがどれぐらいあるかといったその人が本当に生きがいをもってできるぐらい組織形成

されているところというのが，それこそ，瀬尾さんがやられている活動とかであればね，でき

ると思うのですが，その辺がまだこちらも実態がわからない点があるので，そういう要望があ

ったらそういうことで，誰かポスト採用の会をやったりとか，ということは可能かと思います。

例えば，そういう方を理事に来てもらいたいとか，そういう応募の手伝いとかはこちらで出き

るかなと思います。今まで考えたことがなかったので，申し訳ないですが，適当な回答で申し

訳ありません。 

 

瀬尾委員  あの，本当にお知恵をね，なんか，お役所を辞めてからも地域のために活かしてくだ

さったら，すごくいいかな 

 

菅沼委員  公務員の方が在職中も，退職後も，これをやりたいという，先ほど先生が言われたよ

うなテーマ型で，個人的にＮＰＯ活動をしている方はいらっしゃいます。ただ，退職された皆

さんがまた一緒になってやるということをあまり好まない方もいますので，今まで一緒にやっ

てきて，退職後も一緒にやろうという方はどうでしょうか。ただ，経験や技術の豊富な方たち

が地域に戻って，個人としてＮＰＯ活動などに入っていただくのは，大変重要なことかもしれ

ないですね。ただ，役所と一緒にやる時は，現役の人たちにとっては少し煙たい存在になるの

ではないでしょうか。 
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瀬尾委員  全員じゃなくてね。そういう気持ちのある方が，そういう形で教えてくださったら，

ありがたいし，年齢ですぱっと切られちゃってというのを見ると，もうちょっとね，お役所に

いてくださればよかったのになと思う方も。 

 

菅沼委員  ＮＰＯは，どうしてもこういう課題解決をしたいという志高い活動から始まることが

多く，活動を進めていくうちに様々な面で幅広い知識や支援の必要に迫られていると思います。

そのため，なかなか持続可能な活動にならないという弱いところがありますので，志あるＯＢ

の方がそういうＮＰＯの目を向けて，活動してくだされば，とてもいい形で強くなると思いま

す。特に芦屋の中でそういう方がいてくだされば，芦屋の市民活動はもっと活性化するのでは

ないでしょうか。 

 

柳瀬委員  それはいいことですね。 

 

菅沼委員  豊富な知識や技術をいろいろな面で生かしていただくのは，どこの団体も必要として

いると思います。そういう経験豊富な方がいい形で活動を進めていくのは，公務員に限らない

のではないでしょうか。 

 

今川委員長 せひ，組織の中でもそういう意識を高めていただいて。 

 

柳瀬委員  現職のお役所の方がＮＰＯ活動を個人的にされるのは，自由ですよね。別に制約なん

てあるんですか？ 

 

福島課長  制約っていうか，土曜日，日曜日，休みの時に，自治会の，私もやってますし，ＮＰ

Ｏ活動をされている代表の方もいらっしゃるのは存知あげてます。公務に差しさわりのない範

疇ですね。 

 

今川委員長 申し訳ありませんが，予定の時間が来てしまいまして，今日，いっぱいご意見いただ

きました。今日，条例のところの協議はできなかったのですが，これは次回に回していただく

ということでお願いいたします。このあたりでこの会議を閉じさせていただきますけど，事務

局のほうからご説明お願いいたします。 

 

福島課長  今後の予定。レジュメの４番ですが，第２回の芦屋市市民参画協働推進会議は，３月

２４日，木曜日，２時半から４時半。ここの北館２階会議室３で行いたいと思います。その時

期には，今年度の市民参画協働推進計画が推進状況が出揃っておりますので，状況の報告をさ

せていただいて，委員の皆様に評価をいただく。あと，指針の見直しでおっしゃりたいことが

あったら，教えていただいて，条例の見直しをしたいと，平成２３年度中に指針・条例・推進

計画，この３本の見直しが必要ですので，指針と条例の見直しが進んで，半年ぐらい進んでか

ら，指針が土台でその上に条例が立ってますので,その条例の見直しが進んでから推進計画を

見直しさせていただくというようなスケジュールを考えております。以上です。 
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今川委員長 よろしいですか。それでは今日はどうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 


